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★選挙特集の新婦人しんぶん「号外」を緊急に１月下旬に

発行します。ご活用ください。

●●●●●● スーュニ性女
．１．
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女性参政権行使年

　総選挙を前に、女性参政権行使

年の今年、女性の権利前進を―。

日、年各界女性新年交歓会が開

かれ、主催した市川房枝記念会女性

と政治センターの林陽子理事長は挨

拶で、市川房枝の「平和なくして平

等なし」の言葉を紹介、金権・腐敗

のない政治の実現を強調した。米山

淳子新婦人会長も参加し、各界の女

性たちと親しく懇談した。

維新뙘国保逃れ悪質

　日本維新の会の議員らが、国保料

の支払いを逃れていた問題に怒りが

高まっている。中間調査した人

中％が、本来入るべき国保でなく

社保加入だったことは不問に。땎身

を切る改革、社会保険料を下げる」

など、改革を語る資格なし。徹底解

明と有権者の審判が求められる。

痴漢は犯罪です

　受験シーズンを迎え、受験生をね

らった痴漢の防止と被害者救済策を

９日、日本共産党国会議員らが政府

に申し入れた。痴漢は卑劣な犯罪。

電車内が最多で制服姿が狙われ、同

日뙘文科相は鉄道事業者と連携뙘制服

でなく私服で受験も可能と述べた。

円安떵物価高の影響深刻

　高市政権下で円安・物価高が加速

するなか、実質賃金はカ月連続マ

イナス땆８日뙘厚労省昨年月調査땇뙘

年の倒産件数は前年比놊％増뙘

２年連続１万件超となった（日、

東京商工リサーチ땇。

男女で意識に差

　日本世論調査会「男女平等・ジェ

ンダー」調査（日発表）で、性別

役割分業・固定観念で生きづらさを

「感じる」％（女性％・男性

％땇뙘選択的夫婦別姓땎賛成땏％땆女

性％・男性％）と、男女に温度

差があった。

これ以上働きたくない

　全労連の調査（日公表）による

と뙘残業を含む労働時間について땎減

らしたい」％、땎現状のまま」

％、땎増やしたい」％（うち％

が「今の収入では生活が苦しいか

ら땏）だった。高市首相は経済界の

意向を受け、“働け、働け”とばか

り労働時間規制の緩和を推進。

災害対策へ英知結集

　地震・気候災害多発のなか、の

学協会でつくる「防災学術連携体땏

は９日뙘シンポジウムを開催。真の

防災には事前対策や復興の議論が必

要、地球温暖化は世界中でとくに日

本への影響が大きく、温室効果ガス

の排出量削減を一刻も早くなど、専

門分野から意見交換が行われた。

米の軍事介入やめよ

　イラン各地で続く反体制デモへの

治安部隊の実弾発砲で死者が約

人にのぼると日、米紙が報道。ト

ランプ大統領が軍事介入を検討して

いることに、땎情勢をさらに悪化さ

せる」と内外から強い批判が。
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女
性
た
ち
の
連
帯
で

高市首相、解散・総選挙へ

■自己都合뙘追及逃れ解散

　高市首相は、日、与党に対して通常国会の冒頭に

衆院解散・総選挙に打って出る意向を示しました。

　「딸高い支持率』の今なら、議席を回復できる」と

見込み、国政の諸課題も予算審議も放り出し、ベネズ

エラ侵略、땎台湾有事」発言、大軍拡、首相の政治と

カネ問題、統一協会との癒着などの追及から逃げる、

自分勝手で大義のない뙘党利党略の解散・総選挙です뙙

■アメリカいいなりに戦争準備へ暴走

　右派を取り込んで高市政権は、땎台湾有事」発言で

日中関係を危うくし、アメリカいいなりに大軍拡の安

保３文書改定で、땎戦争国家」づくりを、新たな段階

に引き上げようとしています。年度予算案は、過

去最大の９兆円を超える軍事費を計上、殺傷兵器の全

面的な輸出解禁뙘ミサイル基地の増強뙘땎非核三原則땏

さえ投げ捨てるなど뙘戦争準備への暴走そのものです뙙

■政治とカネ뙘統一協会との癒着も

　首相自身の違法献金問題や統一協会の自民党議員へ

の選挙支援など、重大問題も。高市首相がジェンダー

平等に否定的で、選択的夫婦別姓も同性婚にも強固に

反対するのも、これら右派勢力に支えられているから

です。１月日投開票の沖縄・名護市長選挙でも、８

年前の選挙で統一協会が応援に関わっていた事実が発

覚し、大きな争点に浮上しています。

■与野党뙘右往左往

　与党の維新の会は、悪質な国保料逃れに批判が高ま

るなか뙘どさくさ紛れに大阪府・市のダブル首長選で뙘

この問題をごまかそうとする「出直し便乗」に走って

います。立憲民主党と公明党は日、땎中道勢力」の

結集に向け新党の立ち上げを合意。市民と野党の共闘

を裏切るものです。

　暮らしも平和もこわす高市暴走政治を止め、憲法を

据えた新しい政治へ、きびしい審判を下すときです。

２０２６年１月２４日（土曜日） 新　婦　人　し　ん　ぶ　ん （第三種郵便物承認） 第３５８７号 （２）

選択的夫婦別姓も話題に、シール投票で対話する新婦人の会員（愛知땇
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旧
姓
使
用
の
法
制
化
が

﹁
女
性
活
躍
の
た
め
﹂
と
言

わ
れ
る
の
は
心
底
腹
が
立
つ

ん
で
す
よ

ま
ず

女
性
に

今
後
も
改
姓
さ
せ
る
こ
と
が

前
提
で
す

し
か
も
氏
名
の

使
い
分
け
で

ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
も
わ
か

て
い

て

뗒
あ
な
た
に
は
夫
と
違


て
一
貫
し
た
法
的
氏
名
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い
ら
な
い
で
し

？
﹂
と
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と
し
め
ら
れ
る
こ
と
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ど
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﹁
活
躍
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に
つ
な
が
る
の

か
と
思
う
ん
で
す
ね
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い
ま
民
主
主
義
が
す
ご
く

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す

突
如

降

て
湧
い
た
解
散
総
選
挙

で
は

政
治
と
カ
ネ

安
全

保
障
だ
け
で
な
く

平
和
や

人
権
が
守
ら
れ
る
か
ど
う
か

も
問
わ
れ
ま
す

連
帯
し
ま

し

う

み
ん
な
違

て
み

ん
な
い
い

多
様
な
人
が
等

し
く
大
切
に
扱
わ
れ
る
社
会

を
目
指
し
ま
し

う
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３
月
６
日
に
は
映
画
﹃
女

性
の
休
日
﹄
に
ち
な
み

自

治
体
の
首
長
や
経
済
界
の
リ


ダ

と

ジ

ン
ダ

格

差
を
な
く
す
働
き
方
の
平
等

・
家
庭
内
ワ

ク
シ

ア
リ

ン
グ
を
テ

マ
に
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す

全
国

リ
レ

ト

ク
も
企
画
中
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以
下
の
サ
イ
ト
を
見
て

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ひ
全
国
か
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加
し
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下
さ

い
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明
る
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楽
し
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連
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ま
し

う
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女
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高
市
首
相
が
総
務
相
時
代

の
２
０
１
９
年
に
始
め
た


マ
イ
ナ
ン
バ

・
住
民
票
の

旧
姓
併
記
で
は

国
費
は
少

な
く
と
も
１
７
５
億
円
以
上

か
か
り
ま
し
た
뗇
自
治
体
も
뗆

仙
台
市
で
４
億
円

杉
並
区

で
１
億
円
超
を
か
け
る
な
ど

自
治
体
財
政
が
圧
迫
さ
れ
な

が
ら

現
場
は
い
ま
だ
に
使

い
分
け
で
混
乱
し
て
い
ま

す
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金
融
機
関
も
同
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で
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ゆ
う
ち
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銀
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は
数
億
円
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か
け
て
旧
姓
対
応
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シ
ス
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ム
を
作
り
ま
し
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
実
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に
は

申
し
込
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を
水
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断
る
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あ
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マ
ネ


ロ
ン
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リ
ン
グ
や
本
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る
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旧
姓
使
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国
際
的
に
も

通
用
し
ま
せ
ん

旅
券
で
は

旧
姓
併
記
が
認
め
ら
れ
て
い

て
も

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
︵
国
際
民

イ

カ

オ

間
航
空
機
関
︶
の
規
格
で
は

Ｉ
Ｃ
チ

プ
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読
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り
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つ
ま
り

ビ
ザ
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航
空
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旧
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私
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あ
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ま
し
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本
人
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け
法
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な
ん
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実
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で
す
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本
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証
の
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進

ん
で
い
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融
や
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野
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こ
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し
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特
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国
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成
り
立
た
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
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ら
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る

ジ

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平
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必
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自
分
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支
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い
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想
団
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や
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い
る
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本
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国
際
競
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ラ
ン
キ
ン
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落
ち
て
い
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の
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当
た
り
前

で
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よ
ね

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で
行
政
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証
券
・
金
融
・
保
険
業
界
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ど
の
企
業
か
ら
も
﹁
お
か
し

い
ぞ
﹂
と
声
を
上
げ
て
ほ
し

い
と

勉
強
会
の
開
催
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呼

び
か
け
て

最
終
的
に
は
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択
的
夫
婦
別
姓
の
法
制
化
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つ
な
げ
る
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帯
の
輪
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作
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と
動
い
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す
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